
hon p.1 [100%]

423

武田科学振興財団（〒5328686 大阪市淀川区十三本町

21785）
Present address: 2101 Obe, Kawanishi 6660014,
Japan

423YAKUGAKU ZASSHI 126(6) 423―427 (2006)  2006 The Pharmaceutical Society of Japan

―Reviews―

コロンブス以前に旧世界にあったトウモロコシ―回想

内 林 政 夫

The Presence of Pre-Columbian Maize in the Old World―An Overview
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An overview is presented on the reports available so far on pre-Columbian maize covering the regions of India,
Mideast, Africa and Iberia. Frequent observations of maize recorded in the past on the East and the West Coast of Afri-
ca and at the ports in the Mideast show that maize was one of the staples of the natives well before 1492. It is also evident
that maize in the West Africa was disseminated to Iberia and Lombardy in the pre-Columbian time. An earlier contact
between the Old and the New World is strongly suggested.
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1. 導 入

トウモロコシはコロンブス一行が新大陸から

1492 年以降にヨーロッパに持ち帰り，それが世界

各地に速やかに伝播していったという図式が，今日

一般に受け入れられている．筆者は前報1)で，コ

ロンブス以前にトウモロコシが中国に存在したとい

う論考を紹介した．そして，中国への到来のルート

の 1 つとしてインドを示唆した．インドに現存する

13 世紀の寺院にトウモロコシとみられる彫刻があ

ると報告されているとしたが，筆者の実地検分を経

ていないのでその追求は控えた．

本報では，過去に発表された多数の研究・調査報

告を概観し，2)コロンブス以前にトウモロコシが各

地に存在したことを回想する．

2. イ ン ド

アメリカのジョハンセンは 1988 年「12 世紀のイ

ンドのトウモロコシ」と題して報告した．3)インド

南部内陸部の町バンガロールの南西のマイソールの

近くで，ホイサラ王朝（1113 世紀）の 1213 世紀

に建てられた寺院の壁面に男女神の彫刻があり，そ

れらの神々がトウモロコシの雌穂，穀実を表わすも

のを手にしている―という報告を神像の写真を添

えて行った（前報挿図参照）．当時の信者たちは，

黄金色で多数の種を持つトウモロコシを豊穣のシン

ボルとしてあがめ，宗教儀式に用いたに違いないと

考えた．そして，コロンブス以前の 12 世紀にイン

ドにトウモロコシが存在していたということは一般

見解に矛盾するものになると述べた．4)

賛成論5,6)は，ヒンドゥー教，ジャイナ教の寺院

に広範囲に彫刻されているその物体は確かにトウモ

ロコシの雌穂であり，それらの寺院は 1213 世紀に

建立されているから，その時点でトウモロコシはイ

ンドでかなり一般化されていたと考えられるとする．

反論7)としては，それらの寺院が建立された 13

世紀にトウモロコシがその地で栽培されていたとい

う証拠がないばかりか，インド大陸の他のどの地域

でも当時その栽培はなかった．神像のその装飾物体

をトウモロコシの雌穂とするのは誤りであると結論

する．またの反論6,8,9)は，それらの彫刻物体はジャ

イナ教の図像によっているもので，ジャイナ教の宇

宙観に重要な聖像を，図像的に変形させて表現した

ものであるとする．また，真珠から作られるとされ

る空想の果物 muktaphala（真珠のフルーツ）がこ

の彫刻のもとではないかとする．6)

インドに古くから存在していたとすると，その由

来の源は何処であろうか．アラブ商人であろうか．

太平洋横断ルートであろうか．
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3. ヒマラヤ地域

インドから中国へとつながる北路をみると，ビル

マ，チベットに接する北東ヒマラヤ山脈地域が浮か

びあがる．2,10,11)それらの地域に生育するトウモロ

コシの特異な様相についていくつかの研究があ

り，12)遺伝子解析も始まっている．各地のもののゲ

ノム解析，DNA 比較・鑑定が進めば，13)トウモロ

コシ伝播の経路に光が当たることになる．成果が期

待される．

ヒマラヤ北東部のネパール，シッキム，ブー

タン，北ビルマなどの土地に住む人たちは，古くか

らその習慣，伝統，経済の各面でトウモロコシと深

く関わってきていること，12)またネパールの 14 世

紀の王家の記録にもトウモロコシについての記載が

あること14)などからも，これら北東ヒマラヤ地域に

コロンブス以前にトウモロコシが栽培されていたと

する主張を支持するむきが多い．2,15)

インド，ヒマラヤ地域にコロンブス以前にトウモ

ロコシが入ってきていたとすると，それは太平洋横

断ルートでなければならないといわれる．12)そうで

なければ，この種のトウモロコシの移動を示す痕跡

が西からの貿易路沿いに残されていてよいはずであ

る．そうした痕跡がみられないことからして，太平

洋諸島，東南アジアを横断するルートを通ってヒマ

ラヤ地方に入ってきたことが示唆される．12,16)

4. 中 東

インドとアフリカの中間の地域，中東にも早くか

らトウモロコシがあったことがダルブケルケの記録

に残されている．17)アルフォンゾ・ダルブケルケは

1511 年にマレー半島のマラッカを攻略してポルト

ガル領としたことで名をはせた人物である．18)

インドへの途上 1508 年の紅海・アデン湾東のソ

コトラ島（イエメン）での観察で，トウモロコシが

その地の常食であること，マスカット（オマーン）

で小麦，大麦，トウモロコシが豊富にあり，また内

陸から大量に小麦，大麦，トウモロコシ，ナツメヤ

シ（果実）が運ばれてきて多数の船に積まれている

こと，アラビアの港町ソアールから大量のナツメヤ

シとトウモロコシが積み出されていること，また，

ホルムズ王国（中世イスラーム世界で東方貿易の中

心）の大都市オレファサオには沢山のトウモロコシ

畑があること―などが記されている．17)それらに

より，アラビア半島を取り巻く地域に少なくとも

16 世紀の当初にトウモロコシが存在していたこと

が分かる．

インドへのトウモロコシが西からのアラブ人によ

るものであることの証拠は今のところ，ありそうで

ない．インドでトウモロコシを makka jouri, mak-

ka jola, mukka cholam（いずれもメッカのトウモロ

コシ），makkai（メッカの穀物）（サウジアラビア

の都市メッカ）ということから，中東由来が示唆さ

れる．他方，サンスクリットでトウモロコシを

markata というので，それからの mak, maka によ

るとし，メッカ由来に反対の解釈もある．12)

5. コロンブスの書簡

トウモロコシ伝播のルートとして，新大陸と大西

洋をはさんで向かい合うアフリカ，そして旧大陸に

ついて検討する．

コロンブスは 3 回目の航海（14981500）のとき

国王に送った書簡で「（現地人が酒を作る）マイス

というのは，マソルカのような穂がある穀果で，私

はこれを彼地に持ち帰りましたし，既にカスティ

リャにも沢山あるものです」と書いたことを前報で

述べた．1,1922)彼が「既にカスティリャ（スペイン

中・北部地方，スペインの旧称）にも沢山ある」と

記したことに注目し，それが事実とすれば，いつご

ろ，どのようにしてスペインにトウモロコシがもた

らされたのかを検討する．それには，まずアフリカ

への接近が必要になる．

6. 西アフリカ

ポルトガルが国王の力をもって海外に進出するの

は，エンリケ親王が 1415 年にアフリカ北端のセウ

タ（ジブラルタルの南対岸）を攻略したことに始ま

る．18)そして 1488 年にバルトロメウ・ディアシュ

（1450?1500）がアフリカ南端の喜望峰に到達する．

この約 70 年間，ポルトガル人，さらにイギリス

人，オランダ人も加わって西アフリカ沿岸各地が探

索される．18)もちろん，エンリケ親王以前の時代に

ヨーロッパの航海者たちがアフリカ西岸に達してい

たことは想像に難くない．ただ記録，証拠として残

るものがない．

西アフリカのギニア海岸に 1442 年に到達したポ

ルトガル人らは，ある種の穀物をそこにみて

milho（ミルホ）de Guynee（ギニアの穀物，ギニ

アの小麦）と呼んだ．22)この穀物は，ポルトガル人

の到来以前に現地でサブッロ zaburro と呼ばれてい
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たのでポルトガル人はそれを milho zaburro と呼ん

だ．21,23)このサブッロが 1502 年にギニアからサン

トメ島（ギニア湾ガボン沖）に輸出され，そこで栽

培されたことが知られている．21,24)この島はヨー

ロッパ向けの奴隷売買の中心地であった．

ギニア海岸など西アフリカ沿岸の地にみられたこ

の穀物は，モロコシとの植物学的比較検討，特に多

雨耐性，短期熟成，穀種の大きさなどの比較検討か

らトウモロコシと同定され，22)ポルトガル語でもと

もと穀物を指した milho（ミルホ）がトウモロコシ

を指すようになった．コロンブス以前に西アフリカ

にトウモロコシが存在していたということである．

7. 東アフリカ

トウモロコシは東アフリカにも早くから存在して

いた．バスコ・ダ・ガマ（1469?1524）は 1498 年，

ケニア海岸のモンバサで，またその北のマリンディ

の洋上で拿捕船が積んでいた大量のトウモロコシを

入手している．25)ガマの到着時点で既にその地にト

ウモロコシが存在していた．また，1505 年にギニ

アのものと同様のミルホがタンザニア海岸キルワに

既に沢山あったとされる．26)また，キルワの城塞で

1506 年に糧食としてトウモロコシが用意されてい

た．27)さらに，内陸のソファラ（ボツワナ）では

1506 年の王家の物品購入表にトウモロコシがあ

り，住民はトウモロコシのパンを作っているとの報

告がある．27)以上の数例からでも分かるようにトウ

モロコシは東アフリカでも広く知られていた．22)

ポルトガル人の到来以前にアフリカで生育してい

たトウモロコシの源泉と由来の経路はどのようで

あったろうか．ポルトガル人がインド洋に出現する

はるか以前に，アラブ商人，インド商人，あるいは

その代理人としてのイスラーム化したアフリカ黒人

たちによって東アフリカに移送されてきていたもの

であろうとされる．28)また，西アフリカについても

11 世紀にアラブ人によってもたらされたとする説

もある．21,29,30)もしも，アフリカへの到来がアラブ

人の手によるものとすると，コロンブス以前に大西

洋を横断する接触があったということにならざるを

えない．21,31,32)

8. イベリア半島

前述の通りコロンブス自身がトウモロコシは「カ

スティリャ（旧スペイン）にも沢山ある」とした．

また，アメリカから帰投する船舶についての記録を

残したマルティールは，1493 年の書簡21,31)で「カ

リブ諸島の住民は一種の穀物からたやすくパンを

作っている．それはミラノやアンダルシアの人たち

の間に豊かにあるものに似ている」としている．そ

こでイベリア半島のトウモロコシについてみること

にする．

ポルトガルのある詩人は 1492 年ころ，トウモロ

コシについての詩を書いている．23)詩にでるほどト

ウモロコシが 15 世紀末にポルトガルで一般に知ら

れていたことになる．そして，その元はアフリカ黒

人から北アフリカのモロッコを経由してきたもので

あろうとされている．22)ポルトガルではかなり早い

時期からトウモロコシは milho marroco（モロッコ

の穀物）と呼ばれていた．33)この名称からトウモロ

コシは北アフリカのモロッコにあったものが地中海

を北に渡ってイベリア半島に到来したと推測される．

スペインでは 1213 世紀にアラブ文明が栄え，そ

の中心はセヴィリア，コルドバ，グラナダなどであ

った．これらの都市はみな，アラブ人が開拓した農

業の盛んなアンダルシア地方にあった．そして，モ

ロッコに最も近い地域であった．上記のコロンブス

の書簡がいうように，アンダルシア地方にコロンブ

ス以前にトウモロコシが存在していた．21,22)

そしてイタリアでは，1500 年ころに初めてトウ

モロコシが記録されている．34)トウモロコシは 1500

年にはスペイン，イタリア，南フランスでは広範囲

に栽培されていたとも述べられている．2)また，あ

る書簡では，35)モザンビックの住民の食料には豆類

や，ロンバルディア地方（イタリア北部ミラノ地域）

で食されているようなトウモロコシもある．ただ，

ロンバルディアのものの方が品質はよいと述べられ

ている．

イベリア半島へのトウモロコシの伝来は，ギニア

を出発点として，1502 年にサントメ島，そして

カーポ・ベルデ諸島（セネガル西海上）から海路を

直接に，またギニアから北のモロッコを経由してき

たものとも考えられる．23)記録によれば36) 1454 年

にアンダルシアの船隊がセネガル，ガンビアに至っ

ており，14751480 年の間，アンダルシアの人たち

はしばしば西アフリカを往来している．

イベリア半島への伝来の時期については，コロン

ブス書簡からしても，さらにさかのぼるであろう．

スペインへの 12231279 年の輸入品の中にトウモロ
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コシが含まれていたとの報告があるし，37) 1289 年に

書かれたある遺言状にミルホが出てくる．38)この時

既にポルトガルにトウモロコシがあったことの証拠

となる．

9. 結 論

ポルトガルとともにカスティリャ，アンダルシ

ア，ロンバルディアにもトウモロコシがあったとす

る早期の記録と，モロッコ，東西アフリカ沿岸地域

で広範囲な栽培がなされていたという報告から，12

世紀にアフリカに，そして 13 世紀にスペインに導

入されたとみることができる．

10. さらなる論題

この結論はさらなる疑問を提起する．新大陸から

コロンンブス一行によってもたらされたと今までさ

れてきたトウモロコシ以外の各種の動・植物につい

ても，あるいはより早期の到来があったのではない

かという疑問である．そして，さらに大きな論題と

して，新大陸と旧大陸の接触がコロンブス以前に既

にあったということにまでさかのぼることになる．
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